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-大会趣旨説明 • 
「わたくしたちのアーカイブズ

一公文書と地域資料-J

趣旨説明をいたします。

全史料協は、大会テーマを昨年の第34固か

ら3年連続企画で「わたくしたちのアーカイ

ブズ」としています。第 1回にあたる昨年は、

現状を点検し、各地の鋭意努力、そして課題

を共有化することを主眼とし、サブテーマを

「公文書館法20年と現在(いま)Jとして開催

しました。

理に関する法律J(公文書管理法)が国会で成
立しまして、今後は、政府各府省・独立行政

法人等および国立公文書館等は、この法律の

適切な運用・実施にむかうことになりました。

この法律の第34条では、地方公共団体もこの

法律の趣旨にのっとり、「必要な施策を策定

し、及びこれを実施するよう努めなければな

らない」とされています。公文書等の管理に

ついて、国・独立行政法人等および地方公共

団体は、今以上に重い責務を負うことになっ

たわけです。わたくしたちは、この法律に

よってどのようになるのかという受け身の姿

勢ではなく、専門機関の連絡協議会であるわ
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たくしたちは、個別にまたは機i関、団イ本とし

て、この法律とどのように積極的にくみして

いくのかが間われていると思います。そこ

で、今大会では、この法律をめぐって議論す

ることを一つの柱としました。

同時に考えておかなくてはならないことと

して、わたくしたちのまわりには、行政の公

文書以外にも、現実に多くのアーカイブズが

あふれでいるということです。今大会では、

それを「地域資料」と総称しました。地域資

料といえば、自治体史編さんで収集した古文

書等が想起されるのですが、それ以外にも

様々な意図と用途に応じたアーカイブズが存

在します。それはひとり公文書館だけではな

く、図書館、博物館、公民館等や、民間にあっ

ても様々な取り組みがなされています。この

ことについて議論することが本大会のもう 一

つの柱となります。そこで、本大会のサブ

テーマを「公文書と地域資料」としました。

ところで、大会テーマでいう「わたくした

ち」とは、保存と利用に取り組む全史料協だ

けではありません。広く国民一般の常識にな

ることをめざしています。わたくしたちは、

日本という国に住み、都道府県、市区町村と

いう行政に重層的に属しています、また、組

織や団体に属して生活し、学校やサークル、

町内会、同窓会、親族等の活動にも複層的に

所属しています。このような重層と複層に織

りなす中で存在しているのですから、わたく

したちの存在を担保するアーカイブズも重層

と複層に織りなす公文書と地域資料とともに

あるといえます。

また、 一つのイベントであっても実に多様

な各種アーカイブズに取り固まれています。

会誌の趣旨説明では、福島市の稲荷神社の例

大祭を掲げましたが、その祭りのアーカイブ
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ズの形態、は、紙資料だけではなく、映像記録、

電子記録などがあり、勿論このうちには公文

書も地域資料もあります。

したがって、サブテーマについて改めて解

説しますと、「公文書と地域資料Jとは、 2項
対立で示したものではありません。真意は

「公文書も地域資料も」という思いでして、

今大会ではどちらも包括的に考えてゆきたい

と思います。

そもそも大会では、卑近な現実に即してど

うすればいいのかを議論するとともに、保存

に関する最先端の技術や考え方の共有化、 専

門職の養成に関する問題やアーカイブズの保

存利用について本当にやるべきことは何か

を、根底から考え合うことも重要な使命と考

えています。

しかし、大会では、アーカイブズをとり ま

く諸問題のすべてを網羅できません。そこ

で、限られた時間内に次の5本の報告をする

こととしました。

全体会 lでは、報告 Iで公文書管理法と

国・地方の公文書管理について、国立公文書

館の梅原康嗣さんに私案という限定ですが、

解説していただきます。次に報告Eでは、秋

田県内市町村の公文書等の保存状況調査をさ

れた秋田県公文書館の煙山英俊さんから、そ

の調査概要を踏まえて市町村において公文書

館機能を設置するには如何にすればいいのか

提言をいただきます。

午後には、 2つの分科会にわかれ、第l分

科会では、調査・研究委員会の成果として、

全国の状況を集約した栃木県芳賀町総合情報

館の富田健司さんから、公文書館機能の未整

備という、全国のほとんどの地方自治体にあ

てはまる現状を解消する手立てについて考察

していただき ます。近い将来、公文書保存が

日本全国の自治体の常識となる時代にするた

めの予備調査報告と考えています。

第2分科会では、大阪市西淀川区で公害と

環境に関するアーカイ ブズに取り組んで、いる

あおぞら財団付属西淀川・ 公害と環境資料館
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(エコミューズ)の林美帆さんに、その活動

の一端を紹介していただき ます。このような

民間アーカイブズの広がりこそが「わたくし

たちのアーカイブズ」時代到来といえると思

います。

分科会の後に再び全体会2に移行します。

報告皿と してご当地福島県内全59市町村にお

ける行政文書 ・自治体史関連資料の管理と保

管について福島県歴史資料館の小暮伸之さん

から報告していただきます。また、機関展

示、企業展示、ポスターもご覧ください。

今年度からは、 大会 ・研修委員会は、大会

と研修とは一連のものとして検討企画しまし

た。そして、公文書館関係者のみならず図書

館 ・博物館・ 学校・公民館そして民間でも共

通に議論できる内容を取り揃えようと考えま

した。盛りだくさんであり、また、今大会か

ら日程を短縮して僅かな期間となりましたの

で、かなり急ぎ足となりますことご了承くだ

さい。

最後に再び、大会サブテーマの真意は、「公

文書も地域資料もjと申しました。それはす

べてのアーカイブズを射程にいれているとい

うことです。おなじくそれに関わるここに

集ったわたくしたちも、すべてでという思い

で一杯です。皆様の立場が、機関会員であろ

うが、個人会員であろうが、公務員も非公務

員も、正規職員も非正規職員も、歴史研究者

も行政マンもそして市民も、どのよう な立場

の方でありましでも、この大会では、これか

らの日本のアーカイ ブズの将来は専門職集団

であるわたくしたち全史料協が負っていると

いう自負をもって臨み、実りあるものと して

いただきたいと思います。以上で趣旨説明を

終わります。

大会 ・研修委員会 :

定兼 学(岡山県立記録資料館)




